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気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
/
保
険
税
納
付
は
、

たと完(ëJ
ヲラυーミシ
をやめた場合
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固
保
の
被
保
険
者
と
し
て
の
資
格
を
得
た
月
か
ら
で
す

. 金
石 をラ抱んて9
国保の被保険者となるのは、会社の健

康保険をぬけたときなどからで加入の

届け出をしたときからではありません。

安I~\ して下さい。

あなたはすでに国保の
被保険者です

臓場の健康保陵を
ぬりたときlëJどラ
υた6L1L1んだ3ラ?

国保をやめるとき
①他の市区町村ヘ転出し定日のよく目、まだは

その巳

②織場の健康保険などへ加入した己のよく臼

③死亡した自のよく日

④生活保護を受けはじめた日

健康保険などに加入したとき、留保をや

める届け出をしてい広いと、知らすに保

険税を二重に支払ってしまうことがあり

ます。忘れすI~届け出をしましよう。

••••••••••••••••••••• 
国保に加入するとき

①転入した日(殿場の健康保険などに加入し

ていない場合)

②戦場の健康保険などをやめだ己のよく日

③出生した臼

④生活保護を受けなくなった日

I _ .-r.・z

国保の加入者の資格は、 よ.....'Ø働電算W
職場の健康保険に加入 -r__....

している人や生活保護

を受けている人などを

除いて、その市区町村

に住所があるかないか

で決まります。

-住所の遣う病院などに入院し

ている場合

一年以上の継続的な入院治療を

必要と認められる場合を除き、

家篠と同じ住所と考えますので

転出の届け出は必要ありません。

.災害で家を失い、 一時的に他

の市区町村ヘ避難した場合

住所を移転したものとはみなし

ませんので、届け出の必要があ

りません。

-一人ひとりが被保険者です
国保では未成年蓄や幼児、あ メホ

るいは一家の世帝主も、家族 た\
みんなが平等に加入しますの 冷却

で一人ひとりが被保険者です。1. ,,' 

-加入は世帯ごとに
一人ひとりが被保険者でも加

入は世簿ごとに行います。 加

入手続きは世情主がまとめて

行い、 保険証は一世帯に 1 枚

交付されます。



きちんと届け出をして保険証をもらいましょう。

保険証がないと国保の給付をうけられないので注意 .ハ

G 
4 0 歳以上の方の
年金権確保のために

保険税(3麗僚の資格 .
を得た5月まてなか

のlまって納め
怒りれ(CJ怒

りまぜん。

争..・ さ力、のぼって保険税を納め
ても、やむを得ない理由が認めら

れない場合、 カ、かった医療費の 7

割が支払われないことがあります。

皆さんが加入する国民年金は20歳から

60歳までの聞の40年間加入すると 、 満額

その聞 に 25の年金額が保障されま すが、

年以上公的年金制度に加入し 、 保険料を

納めるか、保険料の免除の扱いを受けた

場合にも、加入期間 に応じた老齢基礎年

金が受けられることになっています。

しかし 、 制度に加入していても保険料

を納めていなかった場合には、年金額が

少なく な ったり、 25年の資格期間を満た

保険証が手元にある

ためうっかりそれを

つかつて診療をうけ

る人があります。 こ

のようなときは国保

で負担 した医療費は

あとで返 していただ

く ことになります。

やめる届け出がおくれると・.さず、無年金になる場合があります。 そ

こで、 60歳以上でも 65歳になるまで任意

加入する こ とができる こ ととし、加入J!J1

聞が不足 しているために老齢基礎年金の

受給資格期間を満たすことができない方

や満額の老齢基礎年金が受給できない方

について 、力[1入期間を増やす道が聞かれ

6月は「児童手当現況届」
を忘れずに /

ていました。

さらに受給権の確保を図るために、加

入期間が不足していて老齢基礎年金を受

給できない方には、 65歳以上70歳未満の

国民年金に任意加入できる特例 を設けて

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

、

毎
年
六
月

中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ

の
届
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
(役
場
福
祉
課
か
ら
六
月
中
旬

に
送
付

す
る
書
類
に
六
月

一
日
の
状
況
を
記
載
し

て
く

だ
さ
い
。

)

こ

の
届
の
提
出
が
な
い
と

、

六
月

分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご

注

意
く
だ
さ

い
。

現
況
届
に
必
要
な
添

付
書
類

口
年
金
加
入
証
明

書
又
は
申
立
書

受
給
者
が
被
用

者
(
サ
ラ

リ

ー

マ
ン
等
)

で
あ
る
場
合
に

提
出

※
平
成
九
年
一
月

一
日
以
降
に

転
入
し

た
方

は
、

以
前
住
ん
で
い
た

市
区
町
村

の
「
平

成
九
年
度
所
得
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

a・h

います。

なお、こ の特例については昭和30年 4

月 l 日 以前に生 ま れた方が対象になりま

もレ、届け出がお〈れてレまったら・..

加入の届け出がおくれると・.. 
搬保険者になった時点まで

(届け出を したときではあ

り ません)保険税をさかの

ぼって納めなければならな

くなったり 、 保険証がない

ためその閣の医療費は主額

自己負担となります。

す。

また 、 65歳以前の任意加入と異なり 、

老齢基礎年金の受給資格期間 を満たし た

場合は 、 任意加入が終了することになっ

ています。

是非 こ の機会に将来のライフプランに

ついて 、 考えてみては

詳しくは川 内 IIIJ 役場国民年金係ま でお

問い合わせください。



六
月
か
ら

集
合
税(料
)の
納
付
が

は
じ
ま
り
ま
す

六
月
か
ら
、
本
格
的
に
集
合
税

(
料
)
の
納
付
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国

民
健
康
保
険
税
は
納
税
義
務
者
ご

と
に
課
税
の
根
拠
等
を
記
載
し
た

納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
る
と
と

も
に
、
個
人
送
付
以
外
の
皆
さ
ん

に
は
、
世
帯
単
位
で

一
年
間
の
納

付
金
額
を
月
ご
と
に
集
計
し
た
、

「
集
合
税
(
料
)
納
付
通
知
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

毎
月
の
徴
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、

各
自
の
納
付
方
法
に
よ
り
、
期
日

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

。

町
税
等
の

納
付
方
法
は
?

町
税
や
使
用
料
を
町
に
納
付
す

る
方
法
は
、
次
の
四
方
式
が
あ
り

ま
す
。

@
を
除
き
、
納
付
の
方
法
は
、

各
自
で
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

軽自動車税及び集合税 (料)

;明 ~Ij 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11 月 12月 l 月 2 月 3 月

(4/5 月 期) ( 1 J~J) ( 2 期 ) ( 3 fUJ) ( 4 期 ) ( 5 期) (6 J明 ) ( 7 期) ( 8 期) ( 9 期) ( 10期 )

納 J羽 限 4/30 6/2 7/7 8/5 9/5 10/6 11/5 12/5 1/5 2/5 3/5 3/31 

軽自動車税 。

11汀県民税 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

1長 固定資産税 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

tE』Z 国民保険税 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

有線使用料 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

おi 国民年金料 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

給水使用料 。 。 。 。 。 。

平成 9 年度税目別徴収スケ ジ‘ュール表

①
納
税
組
合
で
の
取
り

ま
と
め
納

付
方
式

納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

で
口
座
振
替
納
付
以
外
の
人
は
、

納
税
組
合
長
が
取
り
ま
と
め
納
付

し
ま
す
。

た
だ
し
、
取
り
ま
と
め
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
は
、
直
接
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
税
組
合
奨
励
金
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

②
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
式

納
税

者
が
指
定
し
た
口
座
か

ら

、
毎
月
末
日
に
引
き
落
し
納
付

し
ま
す
。

※
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

の
税
金
等
は
、
納
税
組
合
奨
励
金

の
対
象
と
な
り
ま
す

。

③
納
税
義
務
者
が
取
扱
金
融
機
関

等
ヘ
直
接
納
付
す
る
方
式

納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

町
か

ら
直
接
納
税
義
務
者
に
納

付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

⑤
事
業
所
で
特
別
徴
収
す
る
方
式

給
与
所
得
者
の
町
県
民
税
を
事

業
所
が
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
納

税
し
ま
す
。

⑪
新
規
転
入
さ
れ
た
時

度

省
内
合
税
(
料
)
と
は
?

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の

三
税
と
、
こ
れ
に

国
民
年
金
保
険
料
、
有
線
放
送
電
話
使
用
料
、
給
水
使
用
料
の
三
つ
を

加
え
て
集
合
税
(
料
)
と
い
い
ま
す
。

こ
の
集
合
税

(
料
)は
、
同

一
世
帯
に
複
数
の
納
税
義
務
者
が
い
る

場
合
は
、
世
帯
、
王
を
代
表
納
税
義
務
者
と
し
、
世
帯
単
位
で
町
税
等
の

納
付
を
し
、
納
付
成
績
の
向
上
と
事
務
の
合
理

化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
昭
和
四
十
年
三
月
に

制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
す

。

⑩
税
等
の
取
扱
金
融
機
関
と
は
?

次
の
指
定
金
融
機
関
及
び
指
定
代
理
金
融
機
関
と
、
こ
れ
ら
の
本
店
、

支
店
で
、
町
税
等
の
納
付
が
で
き
ま
す

。

口
指
定
金
融
機
関

伊
予
銀
行
川
内
支
店

口
指
定
代
理
金
融
機
関

愛
媛
銀
行
川
内
支
店

愛
媛
信
用
金
庫

川
内
支
店

川
内
町
川
上
農
協

川
内
町
三
内
農
協

納
税
組
合

へ
加
入
手
続
き
を
と
り

ま
す
が

、

直
接
納
付
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は

、

役
場
税
務
課
ま
で
早

め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い

。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課

2
9
6
6

・
2
2
2
2

m

有
線
2
1
2

1



集
団
接
種
と
と
も
に

個
別
接
種
も
ス
タ

E
ト
川
一

川
内
町
で
は
、
平
成
九
年
度
か
ら
、
健
康
セ
ン
タ

ー
や
学
校
で
の
“
集
団
接
種
"
を
実
施
す
る
と
と
も

指
定
医
療
機
関
で
の
“
個
別
接
種
"

-
」
、

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

一
集
団
接
種

生
後
九
0
ヶ
月
未
満
の
乳
幼

児
や
児
童
が
、
川
内
町
健
康
セ

ン
タ

ー

又
は
、
町
内

の
学
校
に

お
い
て

、

集
団
で
受
け
る
方
法

で
す
。

口
予
防
接
種

ポ
リ

オ
、

B

C
G

、
麻
疹
、

風
疹
、
日
本
脳
炎
、
三
種
混

合
(
百
日
ぜ
き

、

ジ
フ

テ
リ

ア
、

破
傷
風
)

口
日
時

「
広
報
か
わ
う
ち
」
、
「
健
康

カ

レ

ン
ダ
ー
」
や
個
別
通
知

し
た
プ
リ

ン
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

口
持
参
品

母
子
健
康
手
帳

、

手
帳
、
予
診
票
、

予
防
接
種

E
1
|
 

材
活

叫んrH

も
実
施
す

一
個
別
接
種

指
定
医
療
機
関
で
、
個
別
で

事

前
に
予
約
を
と
り
受
け
る
方
法
で
す
勺

口
対
象
者

集
団
接
種
で
接
種
で
き
な
か
っ

た
者

口
予
防
接
種

麻
疹

、

風
疹
、
日
本
脳
炎

、

三

種
混
合
(
百
日
ぜ
き

、

ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風

)

※
ポ
リ
オ
や

B
C
G

は
、
集
団

接
種
の
み
で
、
個
別
接
種
は

で
き
ま
せ
ん

。

口
日
時

事
前
に
指
定
医
療
機
関
に
連
絡

し
、

予
約
を
と
っ
て
く
だ
さ
い

。

口
持
参
品

母
子
健
康
手
帳

、

帳
、

体
温
計

予
防
接
種
手

医療機関名 所 在 l也 電 言古

泉内科 川内 Ufj下旬方 1595-2 966-2226 

岸本医院 ) 11 内 IIIT ;I ヒブ'J2207 966-5670 

山本内科胃腸科 川 内 IlIT北方3205-3 966-2066 

愛媛十全医控学制措病院 川 内 IIIJ 南方561 966-5011 

池川内科・事11経内科 重信 IIIT志津川89-3 964-7787 

石川小児科 重信町横河原337- 1 955-0333 

いのうえ小児科 重信町!L1j"田 2-485- 1 955-0055 

辻井循環器科内科 重信 IIIT 田窪2030 964-0013 

西野内科ク リニ ッ ク 重信 IIIT牛削1073 964-2200 

西村医院 重信町.志津川999-6 964-2461 

藤石病院 重信 IIIT志津川 1843- 1 964一一 1 234

個別接種実施医療機関昭和50"""52年生まれの方

気をつけて!
(小児マヒ)について~

昭和50-52年に生まれた方について 、 ポリオの免疫を保有してい

る方の割合が他の年齢層に比べて低いことが、厚生省の調査でわか

りました。

ポリオの免疫を保有していない方は、ポリオの予防接種を受けた

者と接する機会が多い場合や、ポリオウイルスが存在する固に旅行

するなとの場合、ポリオに感染して発症する可能性があります。

~ポ リ オ

昭和50~52年に生まれた方は

女 お子様がポリオを接種するとき

女 ポリオウイルス常在国に渡航されるとき

に、再度ポリオの予防接種を受けられることをおすすめします。

ポリオの予防妓種は、予防按極ìt~に基づかない任意接種の対象と

なりますので、医療機関において自費で接種を受けることになります。

不明な点がありましたら、{建康センターまで

お問い合わせ下さい。

なお 、 接種医療機|主jや詳しい内容については、健康センターまで

お問い合わせ下さい。

n966-2191 ft966-2191 川内 1 11]' 1住康センター

発
育
や
発
達
に
不
安
の
あ
る
乳
幼

児
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
ヘ

平
成
九
年
度

巡
回
就
学
相
談

愛
媛
県
教
育
委
員
会
で
は

、

子

ど
も
さ
ん
の
発
育
や
発
達
に
不
安

や
悩
み
を
持
た
れ
て
い
る
保
護
者

の
方
々
を
対
象
と
し
て

、

子
ど
も

さ
ん
の
養
育
や
就
学
に
つ
い
て

、

専
門

の
先
生
方
に
よ
る

相
談
会
を

本
年
も
実
施
い
た
し
ま
す

。

こ

の
機
会
に
是
非

、

お
気
軽
に

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い

。

口
申
し
込
み
先

川
内
町

教
育
委
員
会

2
9
6
6

・

4
7

2

1

有
線
5
8
5
5

口
相
談
日

六
月
二
十
六

日

・

二
十
七
日

ロ
相
談
会
場

松
山
市
持
田
町
三
丁
目
八
番
十

五
号

愛
媛
県
総
合
社
会
福
祉

会
館

口
相
談
部
門

相
談
日
に
よ
り
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力メラレポート

4 姉妹町縁組10周年記念

木次町視察研修
今年がちょうど姉妹町縁組10周年という

ことで、企画された木次町視察研修に、 40

名が参加し、 4 月 11 日 ~ 13 日の桜の時候に

木次町を訪れました。

日本桜の名所100選に選ばれた斐伊川堤防

の桜並木や、 町-内 の施設見学 、 伝統の神楽

などを楽しみました。 参加した人たちは、こ の 10周年を契機に、より 一層交流を深めよ

うと誓い合いました。

第17回東温軟式野球大会 惨
4 月 27 日、 川内町体育協会主催の東温軟式野球

大会が開催されました。 成績は以下のとおりです。

優勝 個人賞

ズンィ
。

レト
寿
B

勝

下

B

優
松
準

最高殊勲選手賞 西坂 宏明

優秀選手賞 高須賀 顕

敢闘賞 武内 義明

4 ぼたんまつり
d恒例となりましたぼたんまつりカ{4 月 29 日、

井内で開催されました 。 井内愛桜会主催のこ

のまつりも年を追うごとに訪れる人が増え、

この日も、終日大勢の人でにぎわいました。

山野草グルメの集い 惨
4 月 29 日、みどりの日に恒例となりまし

た“山野草グルメの集い"が行われました。

参加者43名が河之内の山 に入り、 山野草

について、山野草研究家大石延夫さんの説

明を受けながら、唐 1 11甲の滝まで行きました。

到着後は、 実際に山野草を調理して楽しみ

ました 。

a・h
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4 第 4 回川内町親善ゴルフ大会

子どもの日恒例となりま

した親善 ゴルフ大会が参加

者247名を集め、松山ゴルフ

倶楽部で開催されました。

成績は、右のとおりです。

還暦式 炉
第19 回還暦式が 5 月 10 日、中央公民館

で開催されました。

満60歳の方56名が参加して、記念式典、

記念講演会 、 会食などが行われ、人生の

節目を祝いました。

(主催 :川内町体育協会)

〈 大会結果 〉

優勝

安藤 茂
準優勝

北野完治

第 3 位

白石裕英

4 三恵ふじまつり
5 月 10 日、 三恵ホームでふじまつりが

行われま した。

川内町文化協会の会員の踊りや唄と、

ベンチャ ー ズバンドのミニコンサート も

あり 、 大勢の人でにぎわい まし た。

訪れた人は 、 中庭にあるみごとなふじ

棚で、風にゆれる涼しげなふじの花を楽

しみました。

ニュースポーツフェスティバル砂

IN川内
5 月 11 日、川上小学校でニュースポーツ

フェステイパルINJ II 内が開催されました。

参加者約60名は 、 バウンドテニス 、 シャ

フルボードを体育館で、ペタンク、グラン

ドコゃルフを運動場で挑戦し、気持ちのよい

汗を流しました。
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リ
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大
石

選
挙
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農
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菅
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窪
野
測
の
お
樋
掛
け

毎
年

、

田
植
前
に
な
る
と
、

河
之
内

話
回
地
区
で
は

、

窪
野
測
に
通
水

管
を

「
お
樋
掛
け
(お
と
い
か
け

ご

掛
け
る

が
行
わ
れ
ま
す
。表

川

の
上
流

、

河
之
内

窪
野
測
は
、

清
水
橋
の
下
に
あ
り
ま
す
が
、

十
数
メ

ー
ト
ル

の
岩
上
か
ら
削
に
、

ご
う

音
と

と
も
に
水
が
ほ
と
ば
し
る
様
は
壮
観
で

す
。明

治
二
十
八
年
に
大
岸
壁
に
穴
を
く

み
ん
な
の
広
場
に

登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を

募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
満一
歳
お
め
で
と
う

」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

こに回
と 用
に水徳
成を吉
功引地
しく区

り
ぬ
い
て

、

音

危険な作業のお樋掛け

た
も
の
で
す

M
・

Jが
、

音
田
、
徳

t
f
y
f

吉
の
水
利
組
合

唱Fh
7
F一い3
・
レ
、
、

引
J
A舟
λ同

町

で
は
、
用
水
清

1
vJ行
以
，
，

一掃
の
際、
渇
水

Z
蹴
砂
仇
煩
v
h
'
z
r
-
h
‘
・E
・
E
・
-
E
'
a
t
L

時
に
備
え
て
対
岸
の
狩
場
地
区
か

ら

も
、
用
水
を
も
ら

う
た
め
に
こ
の
作

業

を
行
っ

て
お
り

、
新
緑
の
季
節
の
年
中

行
事
と
な

っ

て
い
ま
す
。

今
年
は

、

五
月
四
日

に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ

こ
だ
け
は

、
危
険
な

作
業
と

な
る
た
め

、

「
若
い
も
ん
が
行
け
や
。

」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

新
し
い
橋
が
で
き
て
か
ら

、

う

っ

か

り
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、

ち
ょ

っ
と
車
を
止
め
て

、

窪
野
測
を
の

ぞ
い
て
み
て

く

だ
さ
い
。

(河
之
内

某
氏
)

。

さっき展
。

E
9
6
6

・
2
2
2
2

有
総
2

1
1
1

表川水質検査
参加者募集!

6月 1 日 ( 日 ) 午前8 : 30
中央公民館

桜花塾事務局

~966-2222 (代)

内線35 近藤

日 時

集合場所

問い合わせ先

5 月 30 日 ~ 6 月 l 日

中央公民館大ホール

O競技苗 (寿光誉)
0チ ャ リティーオークション

( 6 月 1 日 1 3: 00 ~) 
O特売 もあ り

時
所
容

日
場
内

(代
)

川
内
品
川7社
五
月
例
会

j河

クミ‘v 

選

露
天
湯
へ
下
る

径
や
谷
若
葉

近
J!恭

千
春

氏
話
秒
む

楠
の
大
樹
の
若
葉
か
な

楠

治
子

大
寺
の
朝
勤
行
や
風

薫
る

一
ヨ可
否
ハ
ロ
、
r
、J
E

U

-
‘
F

ノ
ノ
ノ
ノ
i

J

A
e

フ

A
イ
4

校
庭
に
戸
伴
け
を
り

楠
公
葉

高
須
賀
清

江

氏
宮

の
千
木
古
向ヤ
と

楠
若
葉

能
…
田

度

濯
5

場
の
山
石
隠
れ
け
り
夏
の
川

念

静
i皮

子
供
手
の
喚
声
た
え
ず
夏
の
川

古
向
瀬

昭
…+
T

池
川

盤
ほ
と

の
淵
は
忘
れ

じ

夏
の
川

7]<. 

4主

;也

)11 

明
谷

頭
を
低
ふ
し
て
賞

で
ゐ
た
り
藤
の
花

婦
人
会
活
動
情
報

V
花
い
っ
ぱ
い
フ
ォ

ー
ラ
ム

A

6
月

目
日
川
9

時
よ
り

産
業
道
路
へ
ご
集
合
下
さ
い
。

円
以
時よ
り
会
食

(中
央
公
民
館
に
て
用
立
し
て
い
ま
す

。
)

花
に
つ
い
て
の
交
流
を
い
た
し

ま

す
。

と
な
た
で
も
多

く

の

方
の
ご
参
加

を
お
願
い
致
し

ま
す
。

V
6
月
E
M

ボ
カ
シ
づ
く
り

A

6
月

m
日

間
午
後
2

時
よ
り

中
央
公
民
館
3

階

花
い
っ
ぱ
い
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
後

、
続
い
て
行
い
ま
す
。

多
数
ご
参

加
下
さ
い
。

V
桜
学
級
申
込
み
受
付
中
A

ま
だ

申

込
み
を
し
て
い
な
い
方
は

、

急
い
で
中
央
公
民
館
あ
る

い

は
地
区
役
只
さ
ん
ま
で

、

申
込
ん
で
下
さ
い
。
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(海上)

PERSON 

田部 薩喜歳満

川
柳
も
づ
く
吟
社
四
月
例

会

一程
H
亡
\
一
宇
佐
ヨ
古
早
割
引
に
畠

ノ

百
v

H
A7
-
E
7i

\こ
J

4
2
.
ゴ
ク
プ
従
」い
i
/
/
7

J
1
4

」
凶
い1
4下
れ
汀
ん
ゲ
グ
人
口
i
h甲
μ
H
hゲ
グ
人
京
、
H
ρ

'ん
ゲ
人u

、

μリ
グ

グ
/
一J
U
-、、
H
ρ

「
き
っ
か
け
は
、
滑
川
公
民
館

長
の
首
藤
さ
ん
か
ら
四
月

二
十
九

日
の
敬
老
会
に
滑
川
万
才
を
や
っ

て
も
ら
え
な
い
か
と
頼
ま
れ
た
か

ら
」
と
い
う

。

約
三
十
年
ぶ
り
に
、
滑

川
万
才

を
や
っ
て
み
よ
う
と
、
田
部
さ
ん

が
海
上
地
区
の
人
た
ち
に
声
を
か

け
て
始
ま
り
ま
し
た
。

越 両1
智 凶暴|

春2
采立

ち

ん，

( 6 月 5 EI 生)

士
五
ロ
撰
玄
丁

重
い
重
い

小
銭
か
か
え
た

募
金
の
子

イ
ン
タ

ー

が
出
来
て
過
珠
山
地
の
事
故
が
増
え

子
沢
山
花
弟
会
を
年
一
度

海
上
出
身
の
相
原
さ
ん

(
天
神
)
も
加
わ
り
、
敬
老
会

の
二
週
間
前
か
ら
毎
晩
練
習

を
重
ね
て
き
て
の
発
表
で
し

た
。

昔
な
ら
利
子
で
生
活
で
さ
ま
し
た

新
家
庭
利
子
の
品
す
ら
な
い
す
ね
か
じ
る

狗
h

リ
ロ
危
に
沢
山
す
き
る。

ハ
y

ク
詰
め

昭
和
三
十
八
年
、
町
の
無

形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
滑

川

地
区
で
滑

川

万
才
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

万
才
は
、
滑
川
地
区
の
人
に
と
っ
て
、

で
あ
り
ま
し
た

。

増
え
る
コ
ミ
あ
な
た
の
知
忠
も
借
り
る
吋

沢
山
へ
戸
を
ひ
そ
め
る
土
筆
採
り

山

本
田
乃
岡
田
川

平
岡

佐
ヤ
木
胡
舟

渡
部
一
佐
久
良

問
中

都
築
登
貴
子

山
本
ひ
ろ
志

高
岡

沢
山
な
着
替
え

リ

ユ
y

ク
に
孫
が
来
る
篠
森
美
登
里

半
年
の
利
息
で
や
っ
と
会
ジ
ュ

ー

ス

演
じ
た
人
は

、

「
み
ん
な
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人

ば
か
り
よ
」
と
笑
う
田
部
さ
ん
。
「
地
区
の
若
者
か
ら

も
滑
川
万
才
を
習
い
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
る
」
と
い

う
田
部
さ
ん
の
目
が
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た

。

六
月
例
会
御
案
内

日
時

六
月
七
日
午
後
七
時
三

十
分
よ
り

日
←
胡
f片-E'
 

中
央
公
民
館
三
階

宿
題

ゼ
ン
マ
イ

・
略

緑

〆戸『

元気で育ってね。

(父 ・ 母より)

而] 近
同 藤
I Eヨl

川引

( 6 月 15 日生)

いじわるされても、お兄ちゃんが
大好き ! がんばれ !

(父・母より)

' 東 開
川勺|
川叫

誠t 一一

ち

く
ん

か
ず
や

和
哉
く
ん

( 6 月 15 日生)

元気でたくましく素直に育ってね

(父 ・ 母より)

嗣 行
円引 壬

華か

子こ

草
Iv 

高
瀬
喜
撰
亭

( 6 月 24 日生)

思いやりのあるやさしい子に

なってね (父 ・母より ) 選
じ
ム
ト
T

A
勺'
h
A
-

深
舟

若
峯

比じ
.,' .，、

ご日
IJ11L 

a画‘



イプブ才メ/ジョブ

口日

n 
内 苅 技:フ
職 会肝ニラ
を 象 工巳ご
希 f百/

享 導ス
L 言書束リ
長 習し
性 会ゆ

っ

口
7 日

8 時
月
の

10 
日
間

口
会

場

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員
な
ど

加
名
(
受
講
料
無
料
)

口
申
込

・
問
い
合
わ
せ

先

申
込
方
法
な
ど

詐
し
い
こ
と

は
、
愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

ま
で

2
9
2
3

・
2
2
0

1

を歌平
募会成
集始 10
12 年
詠
進
歌

口
お
題「

道
」

第 4 固

いきし、き

健康ウオーク 凶戸
6 月 1 日 ( 日 )

午前 9 時から 12時 1 5分

(雨天の場合、 6 月 1 5 日 )

所 役場駐車場集合、出発

容 パスにて井内大平まで行き 、

そこから棚田のみごとな風景

を見ながら、 Tm谷小学校まで

歩く 。 小学校からパスで役場

駐車場まで帰る 。

口問い合わせ先 川内 1 1IJ福祉課

966-2222内線 (35 . 36 )

時

口場

口内

口
応
募
方
法

詠
進
歌
は

、

お
題
の
こ
と
ば

を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で

一
人
一
首
と
し

、

未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

口
し
め
き
り

9

月
初
日
ま
で

口
問
い
合
わ
せ
先

詠
進
歌
の
書
式
、
お
送
り
先

な
ど
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で

2
9
6
6

・

2
2
2
2

有
線

ワ
U
1

ム
1

ム
1

よ

絵ち
てよ
カ言、 つ

みと
作大
品き
募な
集

2133 

愛媛大学医学部

第21 回医学祭
5 月 30 日 ~6 月 1 日

愛媛大学医学部

重信キャンパス

口主なイ ベ ン 卜

0シンポジウム (31 日午後 1 11寺~ )

「僕が医者をやめた理由J の著者
永井 明氏を迎えてのシンポジウム

O市民講座 (3 1 日午後 3 時 ~)

「骨髄移植j について学生と一般か

らの希望者の研究発表

0妊婦体験 ・写真展・ 体験乗馬

健康相談・ フリーマーケ ッ 卜 など

口問い合わせ先

愛媛大学医学祭実行委員会まで

fi964-6890 
※各種イベントに参加したい人は前も っ

てご連絡ください。

口
テ
ー

マ

「
あ
り
が
と
、
つ
」

時

所

口 日

口場

口
募
集
作
品

絵
と
文
字
が
入
っ
た
絵
て
が
み

(
オリ
ジ
ナ
ル
作
品
)

口
応
募
規
定

筆
を
使
用
し
た
絵
て
が
み
作
品

ヘ羽
沃
土
、

m
U吉
，

d
へ
氾
4
7

A

苅
J

'l
i
l

i
-
-
1
1
1
F
 

の
も
の
で
紙
質
、
色
は
問
わ
ず
)

有線

口募集期 1M']

5 月 23 1:1 - 7 月 23 日まで

口問い合わせ ・ 応募先
干 731-42

広島県安芸郡熊針 111]"3115一 l
~ítの里工房内 i fl'iの里絵てがみ大l1J係
~ (082 ) 855-3010 

圃
い
じ
め
・
な
や
み

圃
相
談
室

a画‘

口
相
談
日
時

毎
週
水

・

金
曜
日

、
、
J
正

川d
n
u
L
一

ワ
t

二

I

s
-

-

l
I
j

一、

《
〈
口
μ

『
υ
ノ
ヲ
ノ

1

ム
口
μ

口
相
談
場
所

中
央
公
民
館

2 
|惜

口
相
談
員

池
川
温
子
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

口
相
談
電
話2

9
6
6

・
6

1

5
0

有

p
b
ハ
U
1
ム
ハ
U

(無
料

・

秘
密
厳
守
)



イプブ才メ/ジョブ

-
b月
1
日
i

叩
日

園
電
波
利
用
保
護
旬
間

境な!

郵
政
省
四
国
電
気
通
信
監
理
局

2
9
3
6

・
5
0
5
1

-
6
月
1
日
5

初
日

園
不
正
改
造
車
を

園
排
除
す
る
運
動

安
全
確
保
と
公
害
防
止
の

た
め
に

し
な
い

さ
せ
な
い

ク
ル
マ
の
不
正
改
造

不
正
改
造
車
に
関
す
る
情
報

・

相
談
・
お
問
い

合
わ
せ
は
、
次
の

と
こ
ろ
ま
で

四
国
運
輸
局
愛
媛
陸
運
支
局

整
備
謀
2
9
5
6

・
1

5
6

1

園
自
動
車
税
の

園
納
付
は
期
限
内
に

9

年
度
自
動
車
税
の
納
期
限
は

6

月
2

日
月
で
す
。

口
問

い
合
わ
せ
先

松
山

市
北
持
田
町
1

3
2

松
山
地
方
局
直
税
第
二
課

2
9
4
1

・
1
1
1
1

l
l
 

休
紺

3
4
6

1

3
4
9

園
新
郵
便
番
号
制
度

園
の
お
知
ら
せ

平
成
ω

年
2

月
か
ら
7

け
た
の

新
郵
便
番
号
制
度
が
導
入
さ
れ
る

予
定
で
す
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
新

し
い
郵
便
番
号
簿
を
平
成

9

年
8

月
頃
に
各
ご
家
庭
へ
配
布
す
る
予

定
で
す
。

新
郵
便
番
号
制
度
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

川
内
郵
便
局

す擁じ ・・・・。 諮で人 人

委す権 エヰ
員か擁 干雀
j去 。 護 おÎt

が 6 委 主主
施月員 同妄
行 l 制 ヨ三
さ日度 ZZ
れはを F竜
た 、ぐ 告リ
日人そ ~
で権ん };昆

私
た
ち
の

町
に
は
川
内
町
長
か

ら
推
薦
さ
れ
て

、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い

ま
す
。

刀ぇ

高
須
賀

事鳥

川
正

2
9
6
6

・

3
3
2
0

.1.1:1 ,_­

.>'17/) 

'bj
 

m
主

首

'恒

2
9
6
6

・

2
5
3
3

八白

音f\

11将

渡

洋

2
9
6
6

・

3
4
8
1

園
重
度
後
遺
障
害
者

・
k
l蔓
ヰ
芝
合
こ
っ
、
ど

-
d
ノ
三
ロ
末
ヨ
系

F
L
.
-
4

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ

ー

で

は
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度
後

遺
障
害

(
い
わ
ゆ
る
植
物
状
態
)

に
な
ら
れ
た
患
者
さ
ん
を
介
護
さ

れ
て
い
る
ご
家
庭
に
対
し
、
ご
家

肢
の
怪
清
拘
、
情
伸
拘
、
刻
均

d

体
拘

J

(
i
;
l

;
;
|

l

?
l
 

な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
次

の
と
お
り
介
護
料
を
支
給
し
て
お

り
ま
す
。

口
支
給
要
件

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
損
傷
、 男|明美

又
は
脊
髄
損
傷
を
生
じ
、
重
度
の

神
経
障
害
が
3

月
以
上
継
続
す
る

状
態
に
あ
る
た
め
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
者
。

(
こ
の
他
、
詳

細
な
該
当
要
件
あ
り
)

口
介
護
料
の
額

1

日
に
つ
き

4
，

0
0
0

円

口
聞 はに 会
い、介 二

合 2 護十
わ' をし
せ o fo. 
先 O 又目

け -o '!_ :::色

円てで
い看

る護
場婦
合等

〒
7

9
0

丁
目
6

の
3

松
山
市
南
江
戸

一

愛
媛
県
ト
ラ

ッ

ク
総
ム
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

8
9
2
5

・
0

7
0

8

.@月ごみの収集日・ 清掃セント官邸一;t;
収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷西谷

月-木 土谷・ i~f川 。 奥松瀬川
士』珍

天神 ( 111 問団地を除 く )

火金 北方 変更なし
週

南方

水-土 前松i~~川山問団地 -t&灘団地

111] 筋 (天引1 1 を除く )

2618 

2226 

2525 

3748 

3261 

( 4 月中 ) .

中央書店

伊藤タツ子

近藤シゲ子

岡本泰志

白戸美栄子

-有線放送電話加入者異動のお知 らせ
口加入 口脱退

小坂 g!} r.IJ 吉広 5625 徳吉

口復帰 土谷

土谷 高瀬美代子 2290 音 1:13

土谷 高瀬チヨ子 2298 北八11 1需

ヒ砂 渡部要一 5312 保免

口休止

徳吉

2 _もえないごみ・ 有資源回収

収集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源回収

東谷西谷

土谷清川・奥松瀬川 6 月 9 日 ( 月 ) 6 月幻日 ( 月 ) 6 月 16 日 ( 月 ) 1
天神(山田団地を除く )

北方
6 月 10 日 (火) 6 月 24 日 (火 ) 6 月 1 7 日 (火)

南方

町筋(天神を除く )

前松瀬川 6 月 11 日 (水) 6 月 25 日 (水) 6 月 18 EI (水)
山田団地 -横灘団地 2570 登亀岡



健康センターか5

-健康センター n966・2191 有線5833

乳幼児健診
O育児相談

日時 6 月 26 日(木)受付 91時 - 10 1時

場 所 健康センター 1 1街

対象者 平成 8 年 11 、 12月と平成 8 年 4 、

5 月生まれの乳幼児

( 6 、 7 カ月 児 と 13 、 14 カ 月 児)

内 容 身体測定、発達チェック、保健

指導、栄養指導

持参品 母子健康手帳 ・ アンケート (事

前に送付します。 )

0育児学級

日 目寺 6 月 26 1:1 (木) 受付午後 I 1時、 21時

場所 I~JjRセンター l 階

対象者 平成 9 年 2 、 3 月と平成 8il:: 7 、

8 月生まれの乳児

( 3 、 4 カ月児と 10 、 11 カ月児)

内容 身体測定、小児科診察、保健指

導、栄養指導

持参品 母子健康手帳 ー アンケート (事

前に送付 します。)

0乳幼児相談

日時

場 所

持参品

内 容

毎週水11111 日 午前 911寺 - 1 211司

健康センター 1 1街

母子健康手帳

身体測定、育児相談

J
V
 

予防接種

13 日 (金) I 大腸 | 午前7:30、 10 :∞ ! 健康センター

子宮 ~L 甲状腺| 午前7:30、 10 :∞

食 事前にご案内 しています誕生日がん検診の該

当の方で 、 5 月 1 8 日 がご都合の惑い方は、上記

日程でも受診できます。

カ 6 月の検診該当は、河之内 ・ 井内 - 土谷 - 滑

『こころの健康相談J 1 川 ・ 奥松瀬川 ・ 前松瀬川 町東 . 11町西 棋i難団

精神的に不安定だっ たり、お年寄りの痴 | 地地区です。

果等のキ1'11\去をお受けしています。 1 ，----検診料金

日 時 6 月 27 日 (金) 1 十引がん検診 600 P:J 子宮がん検診 500 rCJ 
午前 9 : 30-12 : 00 1 いたJJ詰がん検診 4001可 宇しがん検診 200 r':J 

場所 健康センター及び家庭訪問 11 甲状腺検診 20011J 

健康講座
『いきいき健康講座j

「痴呆症の予防 と 介設について」

日時 6 月 10 日 (火)午後 111寺30分- 3 時

場 所 健康センタ ー 2 1崎集団伝導室

講 師 在宅介護支援セ ンター長

仙波 直也先生

健康相談
『健康相談 ・栄養相談j

1(11圧測定、 尿検査を行っています。 健康に

関する こ とはお気I経にご相談下さい。

日時 毎週水曜日 午前 911寺 - 12時

場 所 健康センター I I:}'\ 運動指導室

(注) 予約制ですので、事前に保健婦までご述絡下さい。

リハビリ
理学療法士による機能回復の訓練を行ってい

ます。

日時 毎週水|曜日午後 1 11寺 - 3 時

所場開￡寸付沼Z容

診
一
納

検
一
検

ん
「

が
一

月
一
日

F
O

一

5 日(木) 1 腎大腸 午前 7 :3ト9 ∞ | 河之内公民館

胃 | 午前ï:30、9 ∞

6 日 (金) I 大腸 | 午前7 初、 10 ∞ | 健康セント

子宮乳 ・ 咋l状腺| 午前7:30-10 ∞

胃 | 午前7:30、9 ・∞

12 日 (木) I 大腸 | 午前7:30、 10 :∞ | 健康センター

子宮 ・ 乳 ・ 甲状Illil l 午前7:30、 10 :∞
間

同 午前7 ・ 30、9 ・∞

不用犬引き取り・野犬買い上げ‘
日時 毎週月 限 日 午前 8 1時 30分- 10附

場所 健康センター

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札

狂犬病予防注射済禁

場所 ガリラヤ荘 1 6 月の当番医
(注) 申し込みが必要ですので、保健婦までご述絡下さい。 I (診療時 間: 午前 81時30分~午後 5 時30分)

日 | 当番医 | 住所 | 電話

対象児と注意事項

3 カ 月 - 7 歳 6 カ 月 の者。

* 百日ぜきにかかったことのある方は二種混合 ( ジ

フテリア ・ 破傷風) を受付 で申し出て受けて下さい。

6 カ 月 - 7 歳 6 カ 月 の者。

牢 標準的には 、 3 歳で 2 1m 、 4 歳で l 回の合計 3 回

を受ける必要があります。

3 カ月 - 4 歳の者。

牢 2 日 後 、 ツベルクリン反応判定をし ま す。

3 カ 月 - 4 歳の者。

* ツベルク リ ン反応判定を行い、陰性の者のみ実

施します。

。持参品 母子健康手帳、予防接種手帳、 体涜計

三種混合

日時

6 月 3 日 (火)

午後 2 時-3 時

日本脳炎
6 月 11 日 (水)

午後 2 時-3 時

6 月 25 日 (水)

午後 2 時- 31時

6 月 27 日 (金)

午後 2 時- 31時

ツ反

B C G 

。場所 健康センター 2 1括

a画‘

1 ( 日 ) 西野内科
ク リ ニヅク

重信町
主ド iJ:リ

重信 Ill]
田窪

964 
2200 

964 
- 1611 

964 
- 0013 

966 
5670 

964 
- 2411 

8 ( 日 )
西本
整形外科

15 ( 日 ) I 辻井循環器科 | 重信 ~IJ
内手| 小児科 | 田 窪

22( 日) I 岸本医院
)11 ["ヨ 11汀

北 方

国立療養所 I :重信町29( 日) I l==J~!~~~~: 1 I 
愛媛病院 | 横河原

24時間体制

川内町在宅介護支援センター

会966--6250

お気軽にご相談くださし、。



Photo 

表紙の写真

4 月 29 日、滑川地区の敬老会で滑川万

才が約30年ぶりに演じられました。ひさ

しぶりの滑川万才に、集まったお年寄り

も感慨ひとしおの様子でしたO

町の動き
( 5 月 l 日現在)

10，977人 (+54人)

5，208人 (+35人)

5，769人 (+19人)

口

男

女

人

(+41 戸)3，653戸世帯数

戸籍の窓
( 4 月 受付分 ・ 敬称、 111告)

表
川
の
橋

昭
和
十
五
年
頃
の
表

川
の
写
真
で
す
。

場
所

は
、

現
在
の
健
康
セ
ン
タ
ー
前
の
表

川

で
、
後

方
の
人
だ
か
り
(
お
祭
り
か
)
あ
た
り
が
、
健

康
セ
ン
タ
ー

に
な

っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

土
手
松
や
簡
易
な
木
橋
な
ど

、

当
時
の
表

川

の
風
情
を
伝
え
る
貴
重
な
写
真
で
す
。

(
写
真
提供

和
田

義
雄
さ
ん
)

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
|

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

生年月日

3.28 

3.31 

υ
一川
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一山一日一れ一け一一日一一一

会お誕生おのでとうござ い ま手す

保護者

渡部川1生

日高 i佐

渡部哲典

森山 学

井上貞寛

渡部啓二

所
一
戸
一
砂
一沖

一吉
一市
一屋

一
一
古

一軒

下
一徳
一上
一一
一
一

住
一板
一上

1 

広
報
を
四
月
か
ら
大
き
く
し

ま
し
た

。

ま
た

、

四
月
号
を

凹
・

五
月
号
合
併
号
と
し

、
五

月
に
出
す

号
か
ら

六
月

号
(
翌

月
号
)
と
い
た
し
ま
し
た

。

広
報
を
大
き
く
変
え
て
ゆ
く

な
か
で
、
担
当
者
の
未
熟
に
よ

り

ご
指
摘
を
い
た
だ
く
こ
と
が

多
々
あ
り
、
た
い
へ
ん
恐
縮
し

て
お
り
ま
す
。

見
土
、

-
A
n
限
巳
ニ

4

、
百
円
余
-

刊
ヴ
チ
七
日
去
十
'
七

l
v

-5
4

二

げ
る
の
が
日
課
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

住所 氏名 年齢 死tの日 世帯主

ガリフヤ荘 坪田 マツヨ 93 4. 3 I平日:1 マツヨ

二*干屋 波音11 タカヨ 101 4. 4 渡部虎市
四組 波音I1 富市 89 4. 7 渡部富市
日 近!持 シゲリ 86 4. 9 近藤道孝
中之町 大和 美奈子 57 4. 9 大手日 美奈子

宝泉 高須賀 T生~ 70 4.11 高須賀 等

市場 近藤利子 60 4.15 近藤哲夫

旦之上 !日中 官 89 4.16 田中 南

i可之内音田 波音11 ナツ子 54 4.17 渡部 功

ガリフヤ荘 高須賀正春 72 4.23 高須賀正春
ーケ谷 浅野 ヌイ子 76 4.24 浅野利文

森 松木 lijx 71 4.26 松木 i放

EI 近藤 クマヨ 93 4.27 近藤安市

上砂 野中正光 81 4.27 野中正光

女ごめい福をお祈リいたしまず
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四
月
二
十

一
日
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

川
内
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
大
興
寺
の
山
も
も
は
、

北
方
の
大
興
寺
墓
地
の
上
端
に
あ
り
ま
す

。

胸
高
幹
周
二

・

四
メ
ー
ト

ル
、
樹
高
十
五
メ
ー
ト

ル
で
町
内
に
あ
る
山
も
も
で
は

一
番
の
巨
木
で
す
。

齢
は
不
詳
で
す
が
、
樹
勢
は
極
め
て
旺
盛
で
す

。

大
興
寺
の
山
も
も

一一
一i

四
月
頃
開
花
し
、
梅
雨
の
頃
、

イ
チ
ゴ
に
似
た
球
形
の
実
を
つ
け
ま
す
。

果
実
は
、

っ
た
日
の
夕
方
に
は
す
え
た
臭
い
が
す
る
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
傷
み
や
す
い
実
で
す
。

西
は
松
山
平
野
、
南
は
塩
ケ
森
が

一
叩
呈
で
き
る
高

台
に
立
つ
こ
の
町
内
随
一
の
山
も
も
に
は
、

と
い
う
こ
と
ば
が
ぴ
っ
た
り
き
ま
す
。

山
も
も
は

「
依
山
伏
…
」

tM キと


